　　　　　　第２学年　　　　　　　道　徳　学　習　指　導　案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1 主題名　　弱さに負けず、自分に恥じない生き方をする心（項目　Ｄ−２２　生きる喜び）
2 資料名　　いつわりのバイオリン　　出典「中学生の道徳１　自分を見つめる」廣済堂あかつき
3  主題について
（１）主題設定の理由
　より良いものを求めて様々なものが作られている。工芸品、建造物、科学技術など多方面にわたり、日本の文化は、世界からの評価が高く、今年のノーベル賞でも医学生理学賞と物理学賞を受賞している。しかし一方で、利潤を求めるばかりに詐称や隠蔽の事件があるのも事実である。よさを求めていたにも関わらず、目先の利益や名誉に惑わされ、過ちを犯してしまう。だれもが何が大切なのかを見失ってしまう弱さを心に抱えている。しかし、弱さや醜さがあるからこそ、それに立ち向かい、乗り越えたときに、自分自身の自信や誇りが芽生える。人生はうまくいかないことばかりである。でも、人は知恵や工夫を重ねて生きていく。「禍福はあざなえる縄のごとし」「苦あれば楽あり」など、先人から受け継がれる言葉にもあるように、ピンチをチャンスに変える前向きな心の転換で生きる術を身につけていく。しかし、ピンチとは、運だけでなく、自分自身の中から出るものが多いのも事実である。私利私欲や嫉妬、怠惰など原因が自分自身であると逃げ場がない。自分自身の行動から窮地に身を投じてしまった場合、そこから脱するには、自分自身の弱さと向き合い乗り越えるための行動が必要である。そこには、自分自身にしかできないことと周囲からの支えが両方あるのではないかと思う。心と向き合う自分にしかできない行為の中にも、人との関わりを忘れてはいけないように思う。その一連の営みこそが「生きる」ことの根底にあるのではないかと思い本題材を選んだ。
　中学2年生になると、人の弱さにも自分の弱さにも直面した経験があり、失望ややるせなさを感じている。本学年の生徒も、何か困難があると「終わった」と言って、悪い方一辺倒に捉えてしまい、諦めてしまったり、投げ出してしまったりする姿が多々ある。現実と理想のはざ間で揺れる生徒たちに、改めて人の弱さや醜さについて向き合わせ、そこを乗り越える強さと勇気に結びつけたい。そして、幾度とない挫折を経て人は誇りや気高さをもち、生きる喜びにつなげていけることを見つめてほしい。
　2年生は、学校生活や部活動を引っ張っていく存在として自覚していくとともに、うまくいかない葛藤を抱えている。また、職業体験学習へ向けての意識付けでもある「社会人を囲む会」で、大人たちの生き方に触れ、生きていくために自分自身が今できることを見つめ、夢に向かって努力しようという前向きな姿勢をもつことができている。しかし、一時的に気持ちは高まるものの、日常生活の場面で行動に反映することができていない。まさに、理想と現実のはざ間にいる。本学級の生徒は、「自分はあきらめが早く、すぐ逃げてしまう」「よいと分かっていてもまだできていない」など、自分自身の気持ちと行動が伴っていないことで、自信をもてていない生徒が少なからずいる。授業の様子でも、自分自身の意見をもっていても発言することができず、反応も控えめな生徒が多い。その一方で、聴く姿勢は整っており、人の意見や話をしっかり聴いて自分の価値観との違いも見つめることができる。
　本教材では、フランクとロビンという２人のバイオリン職人が登場をする。フランクは、バイオリンづくりに情熱と誇りをもち、自分の工房で日々腕を磨いている。ロビンはそんなフランクの評判を聞き、フランクに憧れ弟子入りをした才能あふれる若者である。生徒には、物語を共感的に受け止めることで、困難な状況におかれたときの心情を考えさせ、そのときの人の心の弱さについて考え、見つめてほしい。また、フランクが自分の弱さと向き合うきっかけになった、ロビンの存在も押さえたい。人として度量の大きいロビンの存在によって、フランクは自分の過ちに向き合うことができ、手紙を書くという未来へ向かう行動を起こすことができた。ロビンの人柄とともに、以前フランクがバイオリンづくりにかけていた情熱が、過ちによって全てなくなるものではないことを気付かせたい。人は始めから完成されたものではなく、心の弱さを抱えながら、よりよく在りたいという思いを支えに生きていく。自分自身の弱さを見つめ、立ち向かう心、自分自身を諦めない心を育て、正しさや憧れへ向かって生きる勇気と気高さをもつ心を育てたい。
（２）主題との関連
 (
＜１年生＞「
あるレジ打ちの女性
」
＜２年生＞「
在校生へのメッセージ
」
＜３年生＞「
塩狩峠」
　　　　　「足袋の季節」
〈
中学生の道徳１自分をみつめる
〉
　　
　
「
いつわりのバイオリン
」
)
　　・総合的な学習の時間　「社会人を囲む会」「職業体験学習」
3 本時の目標
（1） 資料と自分の生活や経験を結びつけて、困難な状況におかれた時の心情を共感的に理解し、自分の弱さと向き合うことを考え、意見交流することができる。
（2） 人生を切り拓くために自分が大切にしていきたいことを言葉で表現することができる。
５　ひとりひとりに「響き合い高め合う学び」を与える場面
　　響き合い高め合う場面
· フランクの涙の理由を考え、ロビンにどのような手紙の内容を書いたのかを意見交流する場面
ポイントとなる手だて
○　班での意見交換により、自分の考えを深め、全体での意見交流を行う。
６　本時の学習過程（次ページ）
７　本時の観点別評価規準と評価方法
	評価の観点
	評価規準
	評価方法

	道徳的判断力
	資料と自分の生活や経験を結びつけて、自分の考えをまとめ、意見交流することができたか。
	観察
ワークシート

	道徳的心情
	人生を切り拓くために自分が大切にしていきたいことを言葉で表現し、よりよく生きていこうと考えることができたか。
	ワークシート


８　板書計画
 (
後悔
謝罪
自責
感謝
) (
いつわりの
バイオリン
よりよく生きる
フランク
　　　
ロビン
・工房をかまえている。
　　・情熱と才能あふれる
・弟子達が集まる腕前　　　弟子　　
・厳しい　　　　　　　　　・ラベルを貼る事を　　
　　　　　　　　　　　　　許された
有名なバイオリニスとからの依頼
　　　　　　　　↓
　　　　悩んだ末引き受ける
　　　　　　　　↓
　　　　　できなかった
　　　　　　　　↓
　　　
ロビンのバイオリンを渡してしまう
・打ち明けられない　　　・「自分がいる事で、
・生気を失った日々　　　　フランクを苦しめてい　　　　　
　　　　　　　　　　　　　るのではないか…」
　　　　　　　　　　　　・故郷ボヘミアへ戻り
　　　　　　　　　　　　　工房を立ち上げる。
　　　　　　　　　　　　・バイオリンづくりに
　　　　　　　　　　　　　情熱を傾ける。
・弟子は去り、工房は
活気を失っていった。
フランクの手紙
フランクの涙の理由
　　　
　　
涙
よりよく生きるために、フランクはどうするべきだったか
。
)
[bookmark: _GoBack]本時の学習過程　　　◎中心発問　　●発問　　○予想される反応
	段階
	学習活動
（主な発問や予想される反応）
	形態
	指導上の留意点・支援など

	
導

入
（２分）
	１　バイオリンについて話す。
　
２　本時の活動について知る。
 (
よりよく生きる強さとは何かを考えることができる。
)

	全体
	・バイオリン作りはとても厳しく、難しい世界であることを話す。
・ストラディバリウス等、巨匠が作った名器は数億円の値段が付く。

	展
開
の
前
段
（３０分）






	３　資料を前半だけ説明する。（３分）
４　フランクの心の動きを読みながら確認する。（８分）
 (
●
バイオリニストから依頼がきて、悩んだ末、依頼を引き受けたフランクの気持ち。
)

　


○憧れのバイオリニストに自分のバイオリンが認められたので、嬉しい。
○与えられたチャンスを精一杯がんばろう。
○絶対にいいものを今までで最高の作品を作るぞ。
○有名になれる。
 (
●
フランクはどのような行動をとったのだろうか。
)


○できなかったと謝る。
○ロビンのバイオリンを渡す。
５　資料の後半を読む。（３分）
６　フランクの涙の意味を考え、どのような手紙を書いたのか考える。（７分）
 (
●
ロビンからの手紙を読んで、フランクはどんな想いから
涙を流したのか。
)








７　涙の意味を発表する。（３分）
《後悔の涙》
  ・なんであんな事をしてしまったのか。　
　・やり直したい。
《感謝の涙》
　・あんな事をしたのに、自分を本当に
　慕ってくれるロビンの心に感動した。
《自責の涙》
　・自分の弱さに勝てなかった悔しい。
８　フランクは、どうするべきだったのか考
え、ワークシートに班で意見交流する。
（６分）
 (
●フランクはどうするべきだったのだろうか。
)



○ラベルを張り替えてバイオリンを渡した事
を素直に謝る。
○報酬や名誉のために人に迷惑をかけるべきではない。
	全体








全体


個






全体




個
班
	・生徒がフランクとロビンの人となりや関係がわかりやすいように板書に表記しながら、資料の内容を伝える。
・生徒が、依頼がきたフランクの心情を共感的に理解できるように、具体例を挙げる。
《例》・運動部の生徒に、県選抜メンバーとしてチームに入ってほしいと言われたら。
・自分の描いた作品を、美術館が欲しいを言われたら。
・フランクがバイオリンづくりに全身全霊をかけて取り組んでいたことが伝わるように話す。


・バイオリンができなかった時のフランクの心情をおさえて、自分だったらどうするかを聞く。
・つぶやきがあれば、取り上げながら意見が出やすい雰囲気をつくる。
・資料の全文を配付し、最後まで読む。
・フランクの行動の善悪に目を向けるのではなく、フランクの葛藤に着目できるように話をする。
・ワークシートを配付し、個人の意見をまとめやすくする。
・ロビンの人柄、人としての度量の大きさを押さえ、フランクの涙の意味を考えるように助言する。
・意見がまとまらない生徒に、フランクの心の動きを再度確認ができるように個別に声かけをする。
 (
涙を流したフランクの想いを板書して、出された意見を全員で共有できるようにする。
)


・様々な視点の意見がでるように、意図的指名をする。



・「手紙を書く」ことで、フランクが自分の過去と向き合おうとしていることをおさえる。
・フランク自身がバイオリンができなかった時どのように行動するべきだったのか、自分の考えをもつように助言する。
・机間支援をしながら、班内で意見交流が円滑に行えるように声かけをする。
・班内で出された意見を代表者に発表してもらう。
・受容しながら意見を聴く。


	　展
開
の
後
段
（１５分）

	 (
◎
今日の学習を通して、
よりよく生きるため
・誠実に生きるためにはどうすればいいのだろうか
。
)９　今日の学習を通して感じたことから、自分自身の生き方を問い直す。（１０分）



１０　まとめた意見を発表する。（５分）
	個
	・生徒から出た意見から、よりよく生きるために誠実さが必要だということをおさえ、自分のこれからの生き方にふりかえて考え、ワークシートに意見をまとまるように指示する。


・数人に意見を聞き、全体で共有する。

	　終

　末
（３分）
	１１　教師の説話を聴く（１分）
１２　ふりかえりをする。（２分）
○悪い事をしてしまったら謝る。
○嘘はつかず、正直に報告する。
○できないことは引き受けない。

	班
全体

全体
個
	・ふりかえりに、よりよく生きる強さとは何かを考え、自分自身これからどのような行動を心掛けたいかをふまえて感想にまとめるよう指示する。
・ワークシートの回収をする。



９　反省

１０　ご高評
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人は知恵や工夫を


重ねて生きていく。


「禍福は


あざな


える縄の


ごと


し」


「苦あれば楽あり


」


など、先人


から受け継がれる言葉にもあるよう


に、ピンチをチャンスに変える前向きな心の転換で生きる術を身


につけていく。しかし、ピンチとは、運だけでなく、自分自身


の中から出るものが多いのも事実であ


る。


私利私欲や嫉妬、怠惰など原因が自分自身であると逃げ場がない。自分自身の行動から窮地に身


を投じてしまった場合、そこから


脱するには、自分自身の弱さと向き合い乗り越えるための行動が必


要である。そこには、自分自身にしかできない


こと


と周囲からの支えが両方あるのではないかと思う。


心と向き合う自分にしかできない行為の中にも、人との関わりを忘れてはいけないように思


う


。その


一連の営みこそが「生きる」ことの根底にあるのではないかと思い本題材を選んだ。
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年生は、学校生活や部活動を引っ張っていく存在として自覚していくと


とも


に、うまくいかない


葛藤を抱えている。また、職業体験学習へ向けての意識付けでもある「社会人を囲む会」で、


大人た


ちの


生き方に触れ、生きていくために自分自身が今できることを見つめ


、夢に向


かって努力しようと


いう前向きな姿勢をもつことができている。しかし、


一時的に気持ちは高まるも


のの、日常生活の場


面で


行動に反映することができていない。


まさに、理想と現実の


はざ


間にいる。


本学級


の生徒


は


、「自


分はあきらめが早く、すぐ逃げてしまう」「よいと分かっていてもまだできていない」など、自分自身


の気持ちと行動が


伴っていないことで、自信をもてて


いない生徒が少なからずいる。授業の様子でも、


自分自身の意見をもっ


ていても発言することができず、反応も


控えめ


な生徒が多い。その一方で、聴


く姿勢は整っており、人の意見や話をしっかり聴いて自分の価値観との違いも見つめることができる。


 


 


本教材では、フランクとロビンという２人のバイオリン職人が登場をする。フランクは、バイオリ


ンづくりに情熱と誇りをもち、自分の工房で日々腕を磨いている。ロビンはそんなフランクの評判を


聞き、フランクに


憧れ弟子入りをした才能あふれる若者である。生徒には、物語を共感的に受け止め


る


こと


で、困難な状況におかれた


とき


の心情を考えさせ


、その


とき


の人の心の弱さについて考え、見




      第２学年       道 徳 学 習 指 導 案 

                     

1 主題名  弱さに負けず、自分に恥じない生き方をする心（項目 Ｄ?２２ 生きる喜び） 

2 資料名  いつわりのバイオリン  出典「中学生の道徳１ 自分を見つめる」廣済堂あかつき 

3  主題について 

（１）主題設定の理由 

 より良いものを求めて様々なものが作られている。工芸品、建造物、科学技術など多方面にわたり、

日本の文化は、世界からの評価が高く、今年のノーベル賞でも医学生理学賞と物理学賞を受賞してい

る。しかし一方で、利潤を求めるばかりに詐称や隠蔽の事件があるのも事実である。よさを求めてい

たにも関わらず、目先の利益や名誉に惑わされ、過ちを犯してしまう。だれもが何が大切なのかを見

失ってしまう弱さを心に抱えている。しかし、弱さや醜さがあるからこそ、それに立ち向かい、乗り

越えたときに、自分自身の自信や誇りが芽生える。人生はうまくいかないことばかりである。でも、

人は知恵や工夫を重ねて生きていく。「禍福はあざなえる縄のごとし」「苦あれば楽あり」など、先人

から受け継がれる言葉にもあるように、ピンチをチャンスに変える前向きな心の転換で生きる術を身

につけていく。しかし、ピンチとは、運だけでなく、自分自身の中から出るものが多いのも事実であ

る。私利私欲や嫉妬、怠惰など原因が自分自身であると逃げ場がない。自分自身の行動から窮地に身

を投じてしまった場合、そこから脱するには、自分自身の弱さと向き合い乗り越えるための行動が必

要である。そこには、自分自身にしかできないことと周囲からの支えが両方あるのではないかと思う。

心と向き合う自分にしかできない行為の中にも、人との関わりを忘れてはいけないように思う。その

一連の営みこそが「生きる」ことの根底にあるのではないかと思い本題材を選んだ。 

 中学2年生になると、人の弱さにも自分の弱さにも直面した経験があり、失望ややるせなさを感じ

ている。本学年の生徒も、何か困難があると「終わった」と言って、悪い方一辺倒に捉えてしまい、

諦めてしまったり、投げ出してしまったりする姿が多々ある。現実と理想のはざ間で揺れる生徒たち

に、改めて人の弱さや醜さについて向き合わせ、そこを乗り越える強さと勇気に結びつけたい。そし

て、幾度とない挫折を経て人は誇りや気高さをもち、生きる喜びにつなげていけることを見つめてほ

しい。 

 2年生は、学校生活や部活動を引っ張っていく存在として自覚していくとともに、うまくいかない

葛藤を抱えている。また、職業体験学習へ向けての意識付けでもある「社会人を囲む会」で、大人た

ちの生き方に触れ、生きていくために自分自身が今できることを見つめ、夢に向かって努力しようと

いう前向きな姿勢をもつことができている。しかし、一時的に気持ちは高まるものの、日常生活の場

面で行動に反映することができていない。まさに、理想と現実のはざ間にいる。本学級の生徒は、「自

分はあきらめが早く、すぐ逃げてしまう」「よいと分かっていてもまだできていない」など、自分自身

の気持ちと行動が伴っていないことで、自信をもてていない生徒が少なからずいる。授業の様子でも、

自分自身の意見をもっていても発言することができず、反応も控えめな生徒が多い。その一方で、聴

く姿勢は整っており、人の意見や話をしっかり聴いて自分の価値観との違いも見つめることができる。 

 本教材では、フランクとロビンという２人のバイオリン職人が登場をする。フランクは、バイオリ

ンづくりに情熱と誇りをもち、自分の工房で日々腕を磨いている。ロビンはそんなフランクの評判を

聞き、フランクに憧れ弟子入りをした才能あふれる若者である。生徒には、物語を共感的に受け止め

ることで、困難な状況におかれたときの心情を考えさせ、そのときの人の心の弱さについて考え、見

